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【令和６年度　企業局事業別決算概要】

Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５

電気事業 供給電力量 供給電力量 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

（ＭＷｈ) （ＭＷｈ)

722,099 663,933 11,302 9,026 5,307 2,883 4,796 2,861
増減 58,166 2,276 2,424 1,935

給水量 給水量

(千㎥) (千㎥)

43,922 44,564 1,594 1,609 146 286 149 342
増減 △ 642 △ 15 △ 140 △ 193

水道事業 給水量 給水量

(千㎥) (千㎥)

66,923 66,082 3,990 3,919 716 954 716 963
増減 841 71 △ 238 △ 247

団地造成事業 分譲面積 分譲面積

(ｈａ) (ｈａ)

8.9 39.4 2,970 6,078 602 652 580 475
増減 △ 30.5 △ 3,108 △ 50 105

施設管理事業

・ゴルフ場 利用者数 利用者数

（人） （人）

180,588 196,462 468 618 90 192 99 192
増減 △ 15,874 △ 150 △ 102 △ 93

・賃貸ビル 貸付面積 貸付面積

（㎡） （㎡）

4,072 4,180 143 141
増減 △ 108 2

・格納庫 貸付面積 貸付面積

（㎡） （㎡）

2,908 2,908 46 44
増減 0 2

合　計

20,516 21,438 6,864 4,969 6,343 4,835
増減 △ 922 1,895 1,508

工業用水道事業

　令和６年度の企業局５事業全体の経常利益は、電気事業での売電方法見直しや供給電力量
増加などにより、前年度に比べて１８億９５百万円増加し、６８億６４百万円でした。
　純利益は、前年度に比べて１５億８百万円増加し、６３億４３百万円となりました。

※表の数値は、表示単位未満の端数調整の関係で、合計と一致しない場合があります。

令和６年度　群馬県企業局の決算について（速報）

事業実績 料金等収入 経常損益 純損益
区分

（税抜き額）



【決算の主な特徴】

●電気事業

●工業用水道事業

●水道事業

●団地造成事業

●施設管理事業

　　１億４６百万円

　・　経常利益は、分譲面積の減少に伴って分譲収益が減少したことにより、前年度に比べて

　　５０百万円減少し、６億２百万円

　・　経常利益は、修繕費や減価償却費等の増加により、前年度に比べて

　　負担金収入）の反動により、前年度に比べて１億９３百万円減少し、

　　考慮した納付金の減額があったことなどにより、前年度に比べて１億４６百万円減少し、

　　前年度に比べて１億５百万円増加し、５億８０百万円

　・　純利益は、前年度に計上した特別利益（受水企業からの契約水量減量に伴う

　・　分譲面積は、前年度に比べて３０.５ｈａ減少し、８．９ｈａ

　　１億４９百万円

　・　経常利益は、販売電力料が増加したことなどにより、前年度に比べて２４億２４百万円

　・　売電方法の見直しによる売電単価の上昇や年間雨量が昨年より多かったことによる

　　１１３億２百万円

　　供給電力量の増加などにより、販売電力料は前年度に比べて２２億７６百万円増加し、

　　１５億９４百万円

　　増加し、５３億７百万円

　・　料金等収入は、ゴルフ場事業で、板倉ゴルフ場のクラブハウス更新工事の影響を

　・　経常利益は、前年度に比べて１億２百万円減少し、９０百万円

　・　純利益は、前年度に比べて９３百万円減少し、９９百万円

　・　純利益は、前年度に計上した特別損失（産業団地の買戻し）などの反動により、

　・　純利益は、前年度に比べて２億４７百万円減少し、７億１６百万円

　・　給水量が若干減少したことにより、給水収益は前年度に比べて１５百万円減少し、

　・　経常利益は、修繕費等の増加により、前年度に比べて１億４０百万円減少し、

　　２億３８百万円減少し、７億１６百万円

　・　給水量が若干増加したことにより、給水収益は７１百万円増加し、３９億９０百万円

　　円増加し、４７億９６百万円

　・　純利益は、高浜発電所解体に係る特別損失などにより、前年度に比べて１９億３５百万

　　６億５７百万円


